

































































































































??????????（?????』???????????《?????????????? ??? ??、） ?ー（?? 〉
????????????????
』,,,1,1,1,F剥
峨,'111,,出,､I職協溌
図4．2002年6月29日,魚津市沖富山湾で撮影されたツチク
ジラの群（第九管区海上保安本部提供)。
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富山湾における鯨類の記録（2()()3年）
・胃に寄生虫が見られた。
・気管・気管支に出血性泡沫物が認められた。
・両肺の小気管支内に出血性泡沫と水があり，特に左
肺の出血性泡沫物は顕著であった。
・両肺の表面一部に小豆大の黄斑が認められた。
・乳腺に乳汁が認められた。
・子宮角は肥大していた。
乳汁が認められたことや，子宮角の肥大より，出産ま
もないか，あるいは早産・死産の個体の可能性がある。
備考：全身骨格は富山市科学文化センターで保管。
・尾ビレ前縁長（左）
・尾ビレ前縁長（右）
・尾ビレ幅
・尾柄部～尾ビレ正中切痕底
・尾ビレ正中切痕底～尾ビレ先端
脂皮の厚み（胴中央部）：
背11mm，側面9mm，腹部9mm
推定体重：約110Kg
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剖検概要：
・体全体に外傷があり，特に左側で多く見られた（死
亡直前か死亡後のものと思われ，テトラポッドで傷
ついた可能性がある)。
・口から若干出血が認められた。
・頭部（胸ビレ前方）で内出血が見られ，特に右側で
顕著であった。
・前胃（第1胃）は空で，主胃（第2胃）又は幽門胃
（第3胃）にイカ類のピーク約28個及び魚類の耳石と
思われるものが約17個認められた。
富山湾（石川県側及び富山県側）では8種の鯨類
(ミンククジラ，ツチクジラ，オウギハクジラ，イシ
イルカ，ハンドウイルカ，カマイルカ，オキゴンドウ，
ハナゴンドウ）が記録され（佐野，1999；南部他，
2002,2003），今回確認された3種は既知種であった。
ツチクジラは，富山湾では1996年6月24日，石川県
能登島沖約8kmで4～50頭の群れが記録されている
(佐野，1999；新聞報道)。富山湾以外の石川県では，
1970年6月10日（羽咋市）及び'971年6月25日（金沢市）
にストランデイングの記録がある（佐野，1999)。本
種は富山湾（石川県側及び富山県側）で1950～1952年
の3年間に16頭（オス11頭，メス5頭）が捕獲されてい
る（Omura，1955)。これらの捕獲時期は7月であり，
今回報告したツチクジラの確認時期とほぼ一致する。
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魚津水族博物館及び魚津市農業水産漁港課職員の方々，
栗原望氏（名古屋大学環境学研究科）には調査にご協
力をいただきました。富山県高岡土木センター海岸班，
富山県水産漁港課，能都町水産課には，調査のご指導。
ご協力いただきました。第九管区海上保安本部広報課
にはツチクジラの写真を提供いただき，日本鯨類研究
所石川創氏には同写真の鑑定をしていただきました。
加野泰男氏（魚津水族館）には，カマイルカの情報及
び写真を提供していただきました。志波友子氏には作
図をしていただきました。関係各位に厚くお礼申し上
げます。
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図5．2003年5月6日,魚津市三ケの海岸に漂着したカマイル
カ（加野泰男氏撮影)。上，東を望む（左下にカマイル
カが横たわっている)。
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